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姶良 Tn 火山灰の C-14 年代のクロスチェック 

Radiocarbon dating of the Aira-Tn ash 
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東大の年代測定室では、今までにβ線計数法（気体比例計数管）を用いて 1000 試料を越える C-14 年代を測定
してきた。その中で過去に測定された姶良Tn 火山灰（AT）層の C-14 年代は、2,480～38,900yrBP と大きな開きの
ある年代値が報告されている。 

 今回、それらのβ線計数法で測定されたものと同一の残存試料を用いて東大原子力研究総合センターのタン
デム加速器を利用して加速器質量分析法（AMS 法）によるC-14 年代のクロスチェックを行った。その結果、22,800
～25,000yrBP というまとまった年代値が得られた。 
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